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遺跡（図 1–B），鹿児島県南さつま市上床城跡遺跡（図 1–C）の 3 遺跡である。
王子山遺跡は宮崎県都城市山之口町大字花木に所在し，都城盆地東側山地の麓に形成されたシラ
ス台地に立地している。2010 年に発掘調査がおこなわれ，縄文時代草創期の竪穴状遺構 4 基，土
坑 10 基，炉穴 30 基，配石遺構 8 基が重なり合って検出されている。土坑からは炭化した鱗茎類，
コナラ属子葉が検出されており，縄文時代草創期の食料植物の出土例として極めて重要な遺跡であ
る［都城市教育委員会，2012］。コナラ属子葉については小畑弘己によって種の同定が行われており，
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縄文時代草創期の隆帯文期の南九州において，これらの植物がすでに利用されていたことが示さ




















王子山遺跡の 14C 年代測定試料は，炉穴および土坑から出土した 3 点のコナラ属炭化子葉と 2 点














SC38 および SC49 と切り合っている炉穴であり，当初 SC37 と同一遺構と捉えていた SC49 の埋
土上層から，隆起線文土器の破片がまとまって出土し，堅果類の炭化物も出土している。試料採取
時は SC37 として採取して報告も行っていることから［工藤，2012a］，ここでは SC37 として報告する。
分析試料
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SC28 № 2：土坑 SC28 から出土した炭化鱗茎類である。長さ 10mm 程度で，鱗片が層状になっ
ているのが観察できる。SC28 からは炭化鱗茎類が数十点検出されており，そのうちの 1 点である。
SC33 № 3：炉穴 SC33 から出土したコナラ属炭化子葉である。長さは 15mm 程度で，子葉の約
4 分の 1 が残っている。SC28 № 1 よりも縦長の個体である。SC33 からもコナラ属炭化子葉は多数
出土しており，そのうちの 1 点である。
SC33 № 4：炉穴 SC33 から出土した炭化鱗茎類である。長さは 10mm 程度で，鱗片の層状構造
は明確ではないが，不定根の部位が残る。
SC37 № 5：炉穴 SC37 から出土したコナラ属炭化子葉である。長さ 12mm 程度で子葉の半分弱
が残っている。全体に縦長の個体である。
②西多羅ヶ迫遺跡
西多羅ヶ迫遺跡の試料は土器付着炭化物 2 点である。2010 年 9 月 30 日に指宿市考古博物・
COCO はしむれにおいて試料の提供を受けた。
西多羅ヶ迫遺跡の№ 712 の土器片は無文の胴部であり，胴部内面に厚く炭化物が付着していた（図
3A）。№ 1104 は同様に，無文の土器の胴部内面に少量の炭化物がしていた土器片である（図 3B）。
なお，№ 712 と№ 1104 は調査担当者らによって隆帯文土器以降，水迫式以前の土器と推定されて
いる土器である（鎌田洋昭氏のご教示による）。
③上床城跡遺跡
上床城跡遺跡の試料は土器付着炭化物 1 点である。2010 年 9 月 30 日に南さつま市教育委員会に
おいて試料の提供を受けた。
上床城跡遺跡の土器は，口縁部外面に煤状の炭化物が付着していたもので，報告書では水迫式〜
岩本式として報告されている土器片である（図 3C）［南さつま市教育委員会 2008 に掲載されている図
















ルカリ–酸（AAA）処理を行った。アルカリ処理は，試料の状態に応じて 0.001 〜 1.2M 水酸化ナ






後，秤量し，写真撮影を行った。採取した土器付着炭化物は，西多羅ヶ迫遺跡№ 712 が 103mg，






カリ–酸（AAA）処理を行った。アルカリ処理は，試料の状態に応じて 0.001 〜 0.1M 水酸化ナト




除去できたものと判断した。AAA 後の試料は乾燥後，実体顕微鏡下で AAA 処理中に残った鉱物
などを取り除いた後，秤量した。
乾燥した AAA 済の試料の CO2 化からグラファイト化までは（株）パレオ・ラボに委託し，測
定は同社の加速器質量分析計［パレオ・ラボ，コンパクト AMS：NEC 製 CAMS-500 AMS System］で
14C 濃度の測定を行った。機関番号は PLD である。　
炭素・窒素安定同位体比および C/N 比の分析は，東京大学総合研究博物館放射性炭素年代測定
室に設置されている EA–MS システム［MICROMASS 社製，The IsoPrime EA System］を用いて，
炭素・窒素安定同位体比の測定を行った（装置の概要は，國木田ほか 2009 を参照）。炭素同位体比
の測定には試料約 0.2mg を，窒素同位体比の測定には 2 〜 3mg を用いた。炭素・窒素同位体比は
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❸……………分析結果
（1）王子山遺跡の炭化植物遺体の年代と隆帯文土器群との関係
14C 年代測定結果を表 1 に示した。得られた 14C 年代は，OxCal4.2［Ramsey，2009］を用いて
IntCal13 および Marine13［Reimer et al., 2013］の較正曲線を使用して較正した。表 1 には，較正年
代の確率分布の 2 σの範囲を示した。
王子山遺跡の炭化コナラ属子葉および炭化鱗茎の 14C 年代測定結果は 5 点ともに非常に良く一致
し，11,505 ± 35 14C BP（PLD–19332）から 11,430 ± 35 14C BP（PLD–19331）の範囲におさまった。
同じ土坑の SC28 の試料が中央値で 75 年の違いがあるが，おおよそ一致していると見てよいだろう。
IntCal13 による較正年代では，13,440 〜 13,160 cal BP 前後を中心とした時期に位置づけられた。
（2）西多羅ヶ迫遺跡・上床城跡遺跡の土器付着炭化物
14C 年代測定結果は西多羅ヶ迫遺跡№ 712 が 11,195 ± 30 14C BP（PLD–16785），西多羅ヶ迫遺跡
№ 1104 が 11,145 ± 30 14C BP（PLD–16786）であり，2 点は極めて近い測定結果が得られた。上床
城跡図 9–5 の土器は，9625 ± 30 14C BP（PLD–16786）であった（表 2）。なお，これらの較正年代
については，炭素・窒素安定同位体分析の結果を踏まえたうえで，考察で述べたい。













SC28–1 土坑 SC28 炭化コナラ属子葉 11430±35 11431±36 －26.18±0.14 13375–13160 PLD–19331
SC28–2 土坑 SC28 炭化鱗茎 11505±35 11506±36 －26.02±0.14 13440–13270 PLD–19332
SC33–3 炉穴 SC33 炭化コナラ属子葉 11485±35 11484±36 －26.21±0.15 13430–13255 PLD–19333
SC33–4 炉穴 SC33 炭化鱗茎 11455±35 11457±36 －26.44±0.15 13410–13205 PLD–19334
SC37–5 炉穴 SC37 炭化コナラ属子葉 11480±35 11480±36 －22.28±0.14 13430–13250 PLD–19335
δ13C 値は加速器による同位体分別効果補正用の値。較正年代の算出には IntCal13（Reimer et al., 2013）を用いた。






















































化物でδ13C 値が－24.5‰，δ15N 値が 8.0‰，西多羅ヶ迫遺跡№ 1104 の土器内面付着炭化物でδ13C
値が－23.2‰，δ15N 値が 9.4‰であった。δ13C 値が通常の C3 植物の値よりも若干高く，δ
15N も
やや高い傾向がみられた。また，C/N 比はそれぞれ 8.4，9.4 とかなり低く，試料中に窒素を多く
含むことが分かった。
これに対し，上床城跡遺跡の岩本式土器の外面付着炭化物はδ15N 値が 8.3‰とやや高いものの，








土坑から出土した例が古くから知られており，最近になって AMS 法によって 11,530 ± 35 14C BP






























11,750 ± 60 14C BP，11,850 ± 60 14C BP などのデータがある。このほか，宮崎市清武上猪ノ原遺
跡で隆帯文土器や爪形文土器などとともに出土した集石遺構で 11,250 ± 45 14C BP，第 5 地点の住
居跡から出土した炭化物で 11,720 ± 40 14C BP 〜 11,380 ± 60 14C BP という年代が得られているよ
うである［清武町教育委員会，2008，2009］。
これまで蓄積された土器付着炭化物の 14C 年代測定例からみて，南九州の隆帯文土器は 12,000 











12,080 ± 40 14C BP（PED–18098）と報告されており（都城市教育委員会，2012），今回の炭化植物



























そこで今回は，陸上起源の試料の較正に用いる IntCal13［Reimer et al., 2013］と海洋起源の試料
の較正に用いる Marine13［Reimer et al., 2013］の両者を用いて，較正年代を算出した（表 1，図 5）。
IntCal13 で較正した場合，2 点の試料の較正年代は 13,130 〜 12,930 cal BP 頃で，13,000 cal BP 前
16
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較正曲線は IntCal13（Reimer et al., 2013）を用いた。西多羅ヶ迫遺跡の試料は海洋リザーバー
効果の影響を受けている可能性があるため，Marine13（Reimer et al., 2013）による較正年代















本研究では，宮崎県王子山遺跡から出土した縄文時代草創期の炭化植物遺体 5 点の 14C 年代測定
結果，鹿児島県西多羅ヶ迫遺跡および上床城跡遺跡から出土した縄文時代草創期から早期初頭の土
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較正曲線は IntCal13（Reimer et al., 2013）を用いた。遺跡名の後に（R？）とあるものは，リザーバー
効果の影響によって 14C 年代が古く出ている可能性があるものが含まれている。西多羅ヶ迫遺跡の年代
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Radiocarbon Dates of the Charred Plant Remains Excavated 
from the Oujiyama Site, and Comparison with Dates 
of the Incipient Jomon Pottery on the Southern Kyushu, Japan
KUDO Yuichiro
This paper presents a chronological study of the charred plant remains of the Incipient Jomon period 
excavated at the Oujiyama site in Miyazaki Prefecture and the charred pottery adhesions from the 
Incipient Jomon period to the beginning of the Initial Jomon period excavated at the Nishitaragasako and 
Uwatoko Fortress sites in Kagoshima Prefecture. The former are analyzed by radiocarbon dating, while 
the latter are examined not only through radiocarbon dating but also through stable carbon/nitrogen 
isotope analysis to identify what was cooked in the pottery. The results confirmed that the charred plant 
remains of Quercus and bulb excavated at the Oujiyama site are dated to the Incipient Jomon period. This 
is important evidence to indicate that acorns of Quercus and bulbs of Allium (Liliaceae) were used as 
food in Southern Kyūshū in the Incipient Jomon period. Meanwhile, the mumon pottery (plain pottery) 
excavated at the Nishitaragasako site is assumed to immediately postdate ryūtaimon pottery (linear-
relief pottery) and to be contemporary with the mumon pottery excavated at the Kenshō Castle site in 
Kagoshima Prefecture although their dates cannot be identified precisely because the results of stable 
carbon/nitrogen analyses suggest that the pottery adhesions may include seafood. It is, however, worth 
noting that the mumon pottery is chronologically placed right after ryūtaimon pottery in the Incipient 
Jomon period and before Iwamoto-type pottery in the beginning of the Initial Jomon period. The dates 
of Iwamoto-type pottery excavated at the Uwatoko Fortress site match those of pottery dated to the 
beginning of the Initial Jomon period. It will be important to reveal people’s livelihood in the ryūtaimon 
period and the actual transition process from the demise of ryūtaimon pottery to the emergence of 
kaigaramon-type pottery (shell-impressed pottery) by accumulating data of radiocarbon dating results of 
plant remains, pottery and relevant structural remains and the stable isotope analyses of charred pottery 
deposits.
Key words: Incipient Jomon period, charred plant remains, charred pottery adhesions, radiocarbon dating, 
stable isotope analysis
